関東学生探検連盟

月一報告会

2011年7月2日(土)
目次

頁
1．日本大学…………………………３
2．亜細亜大学………………………６
3．慶應義塾大学……………………７
4．中央大学…………………………８
5．神奈川大学………………………10
6．立正大学…………………………11
7．麻布大学…………………………13
8．拓殖大学…………………………15
9．東海大学…………………………16
10．東洋大学…………………………20
日本大学探検部　月一報告書
文責：中野一樹　
発表者：中野一樹　
発行日：2011/7/2
題名・期間
：八ヶ岳の朝～阿弥陀岳へ～
6/6（月）～8（水）



活動場所
：長野・山梨県　八ヶ岳連峰　赤岳～阿弥陀岳周辺
参加者

：ＣＬ　中野（２）
活動目的
：①８月の八ヶ岳訓練合宿に向け、エスケープルートを確認する
内容・現地情報　：南沢ルートは踏み跡が深く残り、ルートファインディングでは絶対に失敗する要素はないが、遭難が何件か起きていたため、ロープで道を誘導する個所が昨年（８月）より増加していた。また崩壊してしまった個所もある。行者小屋で電波受信が可能なラジオチャネルはＦＭ８０が最も○。平日ということもあって阿弥陀岳から御小屋尾根を経由した下山は北沢・南沢と比較すれば登山者が少ない（いない）。最初の岩場を除き、後はなだらかな稜線を歩いて美濃戸口バス停にでられる。５月２２日に積雪あり。６月７日の強風と雪で横岳からの滑落者あり。
教訓　　　　　　：時間に余裕を持たせることは当たり前だが、３時間も４時間も早くする必要はないと思った。
今後の発展
：県界尾根から赤岳を目指したい。
題名・期間
：長瀞～おやすみぷんぷん～　6/10（金）～12（日）


活動場所
：埼玉県秩父市長瀞町付近
参加者　　　　　：ＣＬ馬屋原（３）亀井（３）藤田（４）荷出（４）中野（２）小泉（２）鈴木（２）藤田尊（２）鶴賀（１）佐々木（１）久保（１）陣場（１）清水（１）林（１）森(１)　　　計１５名
活動目的
：新人：川下りの基礎の学習（フリップリカバリー・セルフレスキュー）
　　　　　　　　　上級：ロープレスキュー、船体操縦の訓練
内容・現地情報　：リバベンでは使用しなかったグモテックスの初出艇、昨年の吉野川で教えて頂いたスイム等の新たな試みと伝統である１０ｍ岩からの飛び込み、フリップリカバリーの練習、ロープレスキューの練習、ＷＷＦを行った。雨による増水は小滝の瀬以外では心配ない程で、充実した２日間を過ごせたと思う。しかし、時間に対する意識と２回生主体で動くという意識がとにかく低く、反省すべき点である。神奈川大学アドベンＯＢさんや立正大学探検部さんも来ていたようです。また、今年は河原でレジャーを楽しむ人が沢山いて、賑やかだった。
教訓
　　　　：時間に対する意識・上級としての自覚
今後の発展
：上級：これからの活動において新人を守れる川技術と知識を学ぶ。
　　　　　　　　　　　　天竜・長良ＷＷＦ、リバベンに参加希望の部員はそれに向けた練習を今後行う。
　　　　　　　　　新人：川に対して興味を持っていきたい・大会にでたい
題名・期間　　　：谷川岳・尊武岳縦走　6/16（木）～19（日）
活動場所　　　　：群馬県水上町　土合駅付近　谷川岳周辺　尊武岳周辺
参加者　　　　　：ＣＬ亀井（３）家崎（立正大学４回生）奥山（麻布大学４回生）
活動目的　　　　：①体力向上
　　　　　　　　　②８月の八ヶ岳訓練合宿への準備、丹沢訓練山行の反省を生かす
　　　　　　　　　③宝川温泉に入る④お金をかけない⑤山を楽しむ
内容・現地情報　：①天候不順が重なったこと、②ルートに残雪個所があったことが予定通りの行程で合宿を終了するに至らなかった理由である。
教訓　　　　　　：事前に現地の情報収集を入念に行わなければならない
今後の発展　　　：全体：合同合宿用緊急連絡体制図が完成した。また自身の探検部の緊急連絡体制図・緊急時フローチャートの見直しが今回行われた。
　　　　　　　　　
題名・期間　　　：甲武信ヶ岳　6/25（土）～26（日）
活動場所　　　　：埼玉県秩父国立公園　甲武信ヶ岳周辺
参加者　　　　　：ＣＬ中野（２）
活動目的　　　　：①ピークハント・登山力向上
　　　　　　　　　②厳冬期甲武信ヶ岳の準備
内容・現地情報　：出発前夜から天候が崩れ始めた。気温がかなり下がった。千歳烏山駅の始発に乗って塩山駅へ行き、朝一番の西沢渓谷入口行バスで入口まで行けるので１泊２日の山行もでき楽。
教訓　　　　　　：お金が尽きそうだったので、合宿前はお金をしっかりとっておく。
今後の発展　　　：お金はしっかりとっておく。夏の国立登山リーダー研修に出来れば参加し、登攀にチャレンジしたい。厳冬期に再度挑戦
題名・期間　　　：ぼるぼる～指先で伝わる岩への思い～　6/25（土）～26（日）
活動場所　　　　：東京都　御嶽
参加者　　　　　：ＣＬ荷出（４）春藤（４）久保（１）
活動目的　　　　：①新人にボルダリングの楽しさを教える
内容・現地情報　：御嶽ボルダリング
教訓　　　　　　：活動報告待ち
今後の発展　　　：活動報告待ち
～今後（７、８、９月）の活動予定一覧～
（山）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廃墟）
・丹沢訓練山行～僕の景色は地面だった～　・樹海少年　場所：青木ヶ原樹海
・八ヶ岳新人訓練山行　　　　　　　　　　・真夏のシ者　場所：八丈島
・八ヶ岳完全縦走　場所：北八ヶ岳　　　　　　　　　　　　
・南アルプス、白峰三山縦走　　　　　　　　　　　（川・海）
・SHIROUMA　　　　　　　　　　　　　　　・風の詩を聴かせて（シーカヤック）
・剱岳・立山縦走　　　　　　　　　　　　 ・長良川・天竜川ＷＷＦへの参加
・北岳　　　　　　　　　　　　　　　　　・（ラフティングtour2011）御嶽天竜川・長良川吉野
・国立登山リーダー研修会への参加　　　　・瀬戸内海カヤック横断　場所：広島～四国
・北アルプス全山縦走　　　　　　　　　　・錦川リバーツーリング　場所：山口県
・？　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ラフティング世界大会　コスタリカ
・鳳凰三山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（沢）
・ジャンダルム　　　　　　　　　　　　　・谷川連峰　米子沢・西ゼン・白毛門沢
・東北の山　場所：朝日連峰　　　　　　　 ・水根沢遡行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・南アルプス　シレイ沢遡行
（自転車）　　　　　　　　　　　　　　　・遭難対策訓練
・小泉の
連絡先　
Tel：090-6956-4005

e-mail：ka_nakano1118@yahoo.co.jp
以上の報告は、日本大学探検部face book「We are NUEC」
http://www.facebook.com/pages/We-are-NUEC/148613428495781?v=wall
に写真付きで記載してあります。ご覧下さい。
前期は連盟に参加させて頂きどうもありがとうございました<m(__)m>

後期もよろしくお願いします。

亜細亜大学探検部　月一報告書(７月)
文責：樫本亮太　　(発表：樫本亮太)　　発行日：２０１１年７月２日

連絡先　tel  080-4388-2419

        e-mail  go-adventure-0705@i.softbank.jp
題名・期間　　　：第４２回文連祭(６月２０～２６日)
活動場所　　　　：亜細亜大学

参加者　　　　　：探検部現役

活動目的　　　　：自団体の活動を知ってもらう。文連会員同士仲良くなる。

内容・現地情報　：探検部について、アースマラソンについて

教訓　　　　　　：他の団体の活動を見てもっと頑張ろうと思った。

今後の発展　　　：探検部をもっと知ってもらう。

題名・期間　　　：保津川スプリント(６月２５日)

活動場所　　　　：京都

参加者　　　　　：ＣＬ浦野(３)緒方(３)小指(２)中嶋(２)辻田(２)藤田(２)埜口(２)関根(２)諸角(２)高掘(４)田中(４)古川(４)篠原(４)

内容・現地情報　：スプリント、H2H

教訓　　　　　　：初めてラフトの大会に出た人が何人かいて、練習不足だと実感した。

今後の発展　　　：ラフトをやる人がもっと増えてほしい。

今後の活動予定

· 団結合宿

· 夏合宿
慶應義塾大学探検部月一報告書
文責　明石　知也
連絡先　tel　09014104941
題名・期間
：御嶽ダッキー練習

6/12　計画書　無
活動場所
：御嶽・多摩川上流
参加者
：CL渡部(2)　SL倉田(3)　高橋(2)　高木(1)　　
活動目的
：夏の活動に向けての練習
内容・現地情報
：活動目的達成。


渡部・高橋組は転覆を回避し無傷だったが、倉田・高木組は
操作を誤り数回転覆してしまった。
教訓
：技術を向上させ、夏活動の四万十川に備える
題名・期間
：大岳山・御前山登山
　　　　6/4・11　計画書　無
活動場所
：奥多摩大岳山、御前山
参加者
：CL森田(3)　SL野崎(3)　高梨(3) 高木(1) 住友(1) 中西(1) 浅見(1)

活動目的
：部員同士の交流。 

内容・現地情報
：活動目的達成。特になし。
教訓
：部員は今後レベルの高い山を目指す。
題名・期間
：石船沢

　　　　6/25・26　計画書　無
活動場所
：埼玉県秩父市　石船沢
参加者
：CL高梨(3)　SL森田(3)　明石(2)　鈴木(4)　武藤(OB)

活動目的
：数年振りに石船沢に突っ込む
内容・現地情報
：活動目的達成。


前日の雨によって洞内の滝の水量が非常に多くなり、よじ登るのに相当苦労した。また、きついルートが岩が崩れたために簡単になっていたような部分もあった。
教訓
：今後もケイビング活動を継続していきたい。
中央大学探検部　月一報告書

文責：　横川博樹　　　　発行日　6／23

連絡先　tel  090-1464-3665
        e-mail  ykkwhrk@yahoo.co.jp
題名・期間　　：富士樹海探検     5/3~5/4          

活動場所　　　：山梨県鳴沢村富士山原始林

参加者　　　　：CL柏木（3）、SL沼崎（1）、平河内（1）

活動目的　　　： 新入生初めての大きな活動であり、各々が何らかの役割を担うことで探検部としての素養を身につけ、達成感を味わい、活動の楽しさを知る。

内容・現地情報：富士吉田駅から本栖湖までをなるべく樹海を通って目指した。道なき道を進んだりと不安だったが、方角だけは間違わぬようにコンパスを多用。

１日目、道を間違え雨も降り出したが道の駅に到着。温泉に入り22時に就寝するも、寒さで寝付けず朝4時には行動開始。なので２日目は、予定より早く本栖湖に到着。夕方、全隊集合してキャンプ。

活動中、鹿を目撃。現地の人が言うには、週一で猪、月一で熊を見るらしい。地図だけでは区別がつかず、地図にない道も多くあった。

教訓・今後の発展：地図の読みの甘さを反省し、活動等を通じて改善していきたい。

題名・期間　　：絶食隊　　5/2~5/4

活動場所　　　：中央大学～本栖湖

参加者　　　　：CL萩原（2）、SL岸本（3）

活動目的　　　：絶食をすることで自分の限界を知る。自分をとことんまで追い込みたいという欲望の現実。

内容・現地情報：二泊三日で中央大学から山梨県本栖湖まで何も食べずに徒歩。持ち物は、水4リットルと（脱水症状を防ぐための）塩と宿泊道具。

1日目は大学から青野原（25km）、2日目は山中湖まで（40km）、３日目は本栖湖まで（35km）。

教訓　　　　　：食べずに歩いても何とかなる。腹は減っても気合いで何とか歩ける。しかし、とてつもなく辛い。

題名　　　　　　：廃墟探査　　

活動場所　　　　：長野県　松本市　人肉館(と呼ばれる場所)

目的　　　　　　：廃墟での一泊を通して廃墟の真の姿を知る。

参加者　　　　　：ＣＬ竹田　ＳＬ田代　本郷　(全員四年)

内容・現地情報　：この人肉館という廃墟は松本市の中心からもほど近く、電車を乗り継ぎ、駅から徒歩でも行けるということでこの場所を目的地にした。

有名な廃墟である。小高い丘の上に存在しており、たしかに、異質な雰囲気がある建物だった。廃墟自体は不法投棄されたものが多く、廃墟らしさはあまりない。

昼ごろに場所を確認し、周辺を散策、温泉に入り、松本市を散策。(ほとんど観光・・・・)

その後、日が沈んでから、再び廃墟を目指す。廃墟で一泊するためである。

結果から言うと何も起こらなかった。廃墟は松本市を一望できる場所で、眺望が素晴らしく、意外な部分で楽しめた。しかし、竹田、本郷は装備不備で寒くて凍えていた。

教訓            ：ＧＷの時期でも、長野は寒い。廃墟での一泊はそう面白いものでもない。

今後の展開　　　：クロカン恒例になりつつある廃墟めぐりだが、特に需要もないので今後続く可能性は低い。
神奈川大学アドベンチャークラブ　月一報告書

発表者：西村遼

文責：西村遼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年６月２７日発行
連絡先：tel 09010316331

        e-mail pluck-up-courage.83@docomo.ne.jp
題名・期間：サンキューラフト　６/１８,１９

活動場所：群馬県水上町　利根川

参加者：CL栗飯原（３）、SL佐々木（３）、押田（４）、西村（２）、飛嶋（２）、梅村（１）

活動目的：リバベンではスタッフとして働いてもらい、川を下ることができなかった一年生のために、感謝の意味も込めてファンラフトをする。

内容・現地情報：二日間、水明荘から諏訪峡までダッキーやチュービングも使い、川を下った。水位は２．９ｍ～３．２ｍであった。

教訓：ダッキーが空気漏れをしていたので、ちゃんと直すべきであった。

　　　チュービングで危険な下り方をしてしまった。次からは気をつける。

今後の発展： リバベン練習では同じ川ばかり下っていたので、これからは他のいろいろな川も下ってみたい。

題名･期間：ABS　６/２６

活動場所： 神奈川県秦野市清川村山北町　丹沢山地　塔の岳
参加者：CL栗飯原（３）、SL西村（２）、相原（６）、押田（４）、伊藤（４）、梅村（１）

活動目的：川ばかりだったので、他のフィールドの活動をする。

内容・現地情報： 登山道が整備されているので、難しくはなかった。天気が少し悪く、あまり景色が望めなかったのが残念だった。

教訓： 特になし

今後の発展：これからは技術を向上させ、難しい山にも挑戦していきたい。
立正大学探検部月一報告書
文責：家子　和　　発行日6/30
連絡先
tel 090-4597-8687




e-mail
gyo2.darumesian@ドコモ




題名・期間
：体験ラフト　　6/11.12　　　　報告書　無
活動場所
： 長瀞
参加者

：河原(5年)松井(4年)斎藤(3年)家子、冨岡、村上(2年)小野島
柴崎、関塚、鳥羽(1年)

活動目的
： 一年生に川を楽しんでもらう
内容・現地情報
：11日の水量がいつもの倍になっていたが、夜入りし翌日にはかなりさがっていた。

　　　　　　　　一年を潰すために酒を買ったが予想以上に弱くすぐつぶれた。ニッカさんが丸々2本残っていたので飲んだが、酔った先輩に家子が歓迎され服は流れた。日の出と共に一年以外で長瀞を降ったのが最高に楽しかったが完ぺきに目的を忘れていた。
教訓　　　　　　：早朝ラフティングは楽しい

題名・期間
：谷川・武尊　6/16～19.　　　報告書　無
活動場所
：群馬県みなかみ町谷川岳周辺、武尊山
参加者

：家崎、亀井(日大3年)、奥山(麻布4年)
活動目的
： 体力強化
内容・現地情報
：残雪により朝日岳から武尊山方面に抜けられず、馬蹄を縦走してきた

休憩は平地１時間１本、上りは40分1本。これでもコースタイムと差がなかった。
教訓　　　　　　：事前調査、判断力の重要性

今後の発展　　　：山に行く

題名・期間
：体験登山　6/17～19　　　報告書　無
活動場所
：雲取山（埼玉、東京）
参加者

：笹本(CL),家子(SL),河原(5),松井(4),村上(2)木村、小野島、関塚、
柴崎(1)
活動目的
： 一年に山を知ってもらう
内容・現地情報
：17の夜から18日の朝まで雨

1年生の体調が悪かったため、霧ヶ峰で1泊し引き返し下山
教訓　　　　　　：前日からの体調管理

今後の発展　　　：体力をつける
題名・期間
：沼津自転車　6/24～26　　報告書　無
活動場所
：品川～沼津間を往復
参加者

：斎藤（ＳＬ）笹本、落合（三年）
活動目的
： 夏の自転車合宿プレ
内容・現地情報
：沼津に一泊し朝自転車を見たら一台だけタイヤがパンクしていた。チューブとタイヤ両方だめになっていたので、修理キットでは直せず自転車屋も待てないので郵送。帰路は二名で行った。
教訓　　　　　　：装備の選択は重要

今後の発展　　　：夏の長期自転車合宿
麻布大学探検部　月一報告書（6/6〜6/26活動分）
文責：鏡内 康敬(4)　発表者：眞銅 沙織(2)　　発行日2011//6/26

連絡先
 tel    090-4937-9398

e-mail  noah.s_ark-0827...u-pa-ru-pa-@docomo.ne.jp

☆部活動

題名・期間　　　：セドノ沢右俣遡行　　   6/12
(日)      報告書　無
活動場所
：神奈川県秦野市表丹沢水無川 セドノ沢右俣

遡行グレード:2級　ピッチグレード(RCCⅡ):Ⅳ　[参考]東京起点120

参加者　　　　　：鏡内(4)、杉田(4)

活動目的　　　　：沢登りの技術向上

内容・現地情報
：前日の雨のため水量多めで、そこそこ難易度の上がった登攀が楽しめた。大滝の右岸カンテは残置が多く、安心ではあるが面白みに欠ける。ヒルが多く、特に政次郎尾根の下山中に注意してほしい。

今後の発展
：次回行く時は大滝の水流沿いを直登したい。

題名・期間　　　：
インドアクライミング　　　6/17(金)　　　 報告書　無
活動場所
：神奈川県相模原市 「ストーンマジック」 

参加者　　　　　：鏡内(4)、杉田(4)、安東(1)、太田(1)、齋藤(1)
活動目的　　　　：新入部員のクライミング体験 

内容・現地情報　：齋藤が初クライミング。今回は1回生にリードをさせてみたが、皆1クリップも出来ずに落ちていった。

今後の発展      ：とりあえずリードで完登してもらう！

題名・期間　　　：セドノ沢左俣遡行＆小草平ノ沢下降　　　6/22(水)　　報告書　無
活動場所
：神奈川県表丹沢水無川 セドノ沢左俣

遡行グレード:2級　ピッチグレード(RCCⅡ):Ⅲ　[参考] 東京起点120

参加者　　　　　：鏡内(4)、大平、佐野(早稲田大学探検部)

活動目的　　　　：早稲田大学探検部との懇親

内容・現地情報　：セドノ沢左俣は右俣に比べ容易で、「本当に2級?」といった感じだった。小滝が多く、飽きさせない点が魅力かもしれない。小草平ノ沢下降は経験者ならばおそらくロープも要らず、クライムダウンが楽しめるので時間があれば是非おすすめしたい。

今後の発展      ：早稲田大探検部とは今後も合同で活動していきたい！とくに平日に。

題名・期間　　　：初めての稜線あるき～月に一度の山ごはん～
　　　 報告書なし
活動場所
： 奥多摩　高水三山

参加者　　　　　：眞銅(2)、森(2)、安東(1)、篠田(1)、鹿沼(1)、 小林(1)、星野(1)、小黒(1)
活動目的　　　　： 稜線を歩いて景色を楽しむ・新たなる山ごはんを試す

内容・現地情報　： 雨が降り、景色は見られなかった。次回こそ稜線を楽しみたい。

高水三山は初心者が２回目にいく分にはちょうど良いレヴェル。


簡単ごはんレシピ・・・「かんたんソーセージのコンソメスープ」
①鍋に人数分の水とコンソメスープの素（固形）をいれる
②スープができたら、ソーセージをちぎって投入
③スライスチーズで味を深める。（少量で可）
④味が薄ければスープの素を足す
⑤あらかじめ持参したパンをひたしていただく
※食パンでもいいが、フランスパンも美味しい。
また、クランベリーの食パンは肉にあってかなり美味しい。

今後の発展      ：夏に稜線を歩ける山を探す。次回のごはんは麺類で、もうすこし凝ったものを考えたい。

題名・期間　　　：入川谷本谷遡行　　   6/25(土)
      報告書　無
活動場所
：東京都奥多摩 多摩川水系入川谷 

遡行グレード:2級　ピッチグレード(RCCⅡ):Ⅳ　[参考]東京起点120

参加者　　　　　：鏡内(4)、杉田(4)

題名・期間　　　：水根沢谷遡行　　   6/26(日)
      報告書　無
活動場所
：東京都奥多摩 多摩川水系水根沢

遡行グレード:1級上　ピッチグレード(RCCⅡ):Ⅲ　[参考]東京起点120

参加者　　　　　：CL:奥山(4)、SL鏡内(4)、杉田(4)、反町(1)、星野(1)

活動目的　　　　： 新入生の沢登り体験

以上の報告は、麻布大学探検部blog

http://azabutankenbu.jugem.jp/

に写真付きで記載してあります。ご覧下さい。

拓殖大学探検部　月一報告書
文責：松岡　宏明　発表：松本　瑠　　発行日2011年6月29日
連絡先
tel　090-8875-7405





e-mail　dk74grandprix@docomo.ne.jp





題名・期間
：登山行こうか！！

報告書　有
活動場所
：山梨県北杜市「日向山」
参加者

：CL：松岡宏明（学２）SL：佐々木匠（学２）、鹿野勇貴（学３）
石橋彩香（学４）、（学１）池上泰生、宇都宮賢吾、久保春香、
渋谷宣孝、松田莉弥、森田大雪　　計10名
活動目的
：・登山へ行ったことの無い1年生に山の良さを知ってもらう。
　　　　　　　　　・簡単な山なので山慣れさせるため。
　　　　　　　　　・装備の大事さを知ってもらうため。
　　　　　　　　　・好奇心を埋めるため。
内容・現地情報  ：　活動目的はすべて成功だった。
注意点は日向山へのアクセスが非常に悪いことです。車でのアクセスをお勧めします。なぜかというと登山口の目の前まで車で行けるからだ。ブログなどに近くに市営の大きい駐車場が便利などと書いてあるが嘘っぱちである。日向山の登山口の矢立石まで車で行きましょう。登山道はある程度舗装されていて道幅もあって大人数でも邪魔になることはない。今回は1年生に装備の大事さを痛感してもらうために服装やザック、靴などの選択を自由にして自分が思う「これだったらいける!」と自信を持てる格好をしてくるように事前に言ってあって、ほとんどの1年生は失敗してみんな装備の大事さに気付いてくれた様なので思惑通りであった。
今回の合宿で1年生の山への第一歩になれたら幸いです。
花崗岩質の山はいくつもあるが、花崗岩が風化して砂浜のように堆積している山はそう無い。それに加えての絶景で、甲斐駒ケ岳や八ヶ岳の全容が望め晴れていれば富士山も見えるようです。
教訓
：・事前にもっと入念なコース確認が必要だった。
・CLとしての読みが甘かった。
・時間の管理をしっかり。
今後の発展　　　： 今回はいい点もあったが全体的にグダグダした感じ。道を間違えたり時間の読みが甘かったりとCLとして事前の下調べが足りなかったと思う。元々ゆったりをモットーに合宿を組んだが隊員はゆったりしていてもいいがCLは気を緩めてはいけない仕事だということを気付けた。
東海大学　
報告者　東海大学探検会4回生　面川祐輝(渉外)
文責　三回生　菅沼圭一朗　
連絡先tel：090-3060-6771

e-mail：9abk1116@mail.tokai-u.jp          
kei1.punk-b.anthem_tonight@docomo.ne.jp  

題名・期間
：丹沢、山梨縦走
6/18～6/19
　計画書　　有
活動場所
：神奈川県足柄上郡山北町、山梨県南都留郡道志村、都留市、大月市 

参加者
：隊長　菅沼(3)、　副隊長　竹内 (2)、　松原(1)、　川村(1)、　
宮田(4) 
活動目的　　　　：丹沢山塊から道志村を経て、大月市の猿橋までを踏破する。読図しながら未開ルートを開拓する。
内容・現地情報
：新松田集合、西丹沢自然教室バス停より入山。畦が丸、城が尾峠を経
　　　　　　　　　て北に抜け、道志村の道の駅で１泊した。途中のキャンプ場で嫌がら
　　　　　　　　　せをした。道の駅では屋根の下で寝ることができた。
　　　　　　　　　翌日は今倉山を目指して私有地の庭から入山、尾根沿いに直登を繰り
　　　　　　　　　返す。川村と宮田は事情により今倉山直前から別行動し解散。
　　　　　　　　　そこからも尾根沿に読図を繰り返しながら進んだ。熊の足跡をかなり
　　　　　　　　　見かけたので熊も縦走したらしい。一部踏跡すらない原生林を藪こぎ
　　　　　　　　　しなければならなかった。直登直下ばかりしたので腕が疲れた。下山
　　　　　　　　　中、沢沿いに田園跡と思われる遺跡を発見。およそ近世以後の遺構で
　　　　　　　　　あろう。崩落、樹木による侵食が多く見られた。
山塊を抜けた後は、川を渡渉し、ひたすら県道を歩いて再度入山。　　　　　　　　　地形図「都留」に書かれている登山道は存在しないことが判明。
　　　　　　　　　下山中、読図もしないで走ったので変な尾根に入り込んだ。
　　　　　　　　　下山後は猿橋で観光後、解散。
教訓
：大事なところで調子に乗ることはやめようと思った。あと、準備不足
　　　　　　　　　をレンジャーで補った部分も多々あり、レンジャーさえ装備しておけ
　　　　　　　　　ばある程度の困難は大丈夫だと思った。
　　　　　　　　　そんな感じでギリギリの活動でした！               
題名・期間
：葛葉川本谷遡行
6/22
　計画書　　有
活動場所
：秦野市　三の塔尾根と二の塔尾根の間 

参加者
　　　　：隊長　菅沼(3)、　副隊長　三田(3)、　玉城(3)、　川村(1)、　
松原(1) 
活動目的　　　　：沢登り。沢に触る。沢に触られる。 
内容、現地情報　：秦野駅集合。入渓地点までの徒歩で汗まみれになる。
　　　　　　　　　入渓後は超スローペースで遡行した。ザイルは１度しか使わず、リードはしなかった。三田の靴が普通の安全靴だったので、三田は高巻きの連続だった。沢が枯れてから尾根を詰める際、かなりの急斜面だったので腕が疲れた。予定タイムより大幅に遅れたので、ヤビツ峠のバスに間に合わず、急遽三の塔尾根より大倉へ下山。足が痛い菅沼君のペースに合わせてのんびり下った。夏至でなかったら、ヘッ電を出すところだった。最高の夏至を満喫した。
教訓　　　　　　：装備の徹底がなされていなかった。
　　　　　　　　　時間を見て、巻くことも今後は考慮に入れたい。
　　　　　　　　　でも夏至だから何でも許された。
　　　　　　　　※　ヌガスマ君が時計をなくしました。今後この沢に行く方、もし黒い時計を見つけたら拾ってくださると非常に助かります。たぶん無いけどね
文責　二回生　竹内洸磯
題名・期間
：高尾山・陣場山縦走
期間：６月５日　報告書　　無
活動場所
：高尾山・陣馬山（東京都八王子）
参加者

：CL 竹内(２)　山下(２)　山邉(２)　青柳（２）天白（１）川村（１）
　今井（１）北村（１）大貫（１）
活動目的　　　　：久しく登山をしていない隊員や登山を経験していない新入生のための極々簡単な登山。俗称：散歩
内容・現地情報　：観光地として有名な高尾山から陣場山までを、物見遊山をかねて縦走。観光客が多く、自分のペースで歩くことは難しかった。各ピークには茶屋があり、観光地であることを思い知らされた。
教訓　　　　　　：長い靴下を履いてこず、くるぶし周辺に靴ずれをおこした隊員がおり、登山入門者には装備について念密に指導しておかなければいけないということを実感した。
今後の発展
：これを機にたくさん登山をしていって貰いたい。
題名・期間
：大山歩荷読図訓練　　通称：楽しい登山♪
期間：６月２５日～６月２６日　報告書　　無
活動場所
：東海大学湘南校舎から大山山頂、そしてヤビツ峠へ。（東京都八王子）
参加者

：CL 竹内(２) 山下(２) 真壁（２) 青柳（２） 山邉(２) 河井（２）
　　　　　　　　　益岡（２）山本（２）天白（１）川村（１）松原（１）望月（１）　

　　　　　藤森（１）高橋大成（１）角田（１）村中（１）今井（１）北村（１）

　大貫（１）松島（１）
活動目的　　　　：歩荷により体力をつけ、読図により地形図の読み方、コンパスの使い方を学ぶ。（なにより苦しんでもらうことを目的とする。）
内容・現地情報　：男性は３０kg、女性は２０kgをノルマとし、バラストを背負ってもらい、初日は東海大学湘南校舎から浅間山中腹NTT基地局まで歩き、テン場を確保した後、宴を行った。二日目はバラストを破棄し、テン場から大山山頂。山頂からは読図にて下山、県道を歩きヤビツ峠バス停まで歩いた。みなの苦しむ顔を存分にみることができ、大変有意義な合宿であった。隊長ももちろん苦しんだ。
教訓　　　　　　：歩荷序盤から膝を壊す者、ミートバイバイしかける者がおり、歩荷の身体への負担の大きさを再認識。なにより装備を軽くすることの重要性を再認識させられた。その他にもヒルに喰われる隊員も多く、汚染地域である丹沢を歩く際にはヒル対策の装備を欠かさないようにしたい。
今後の発展
：鍋割山の麓に山荘まで荷揚げするペットボトルや薪が備えてあるとのことで、ボランティアを兼ねての鍋割山歩荷登山合宿を計画中。
文責：三田将平
連絡先
tel 080-3464-6797

e-mail 9asp2216@mail.tokai-u.jp

題名・期間
：ちょうちん穴
期間：6月12日　報告書　　無
活動場所
：ちょうちん穴（東京都西多摩郡奥多摩町）
参加者

：CL 三田(3)　竹内(2)　青柳(2)　今井(1)　藤森(1)　松原(1)
活動目的
：1回生に洞窟と触れ合ってもらう。
内容・現地情報　：ここ数年は毎年行っている。第一洞口の入口の場所を勘違いしていて探す時に戸惑った。一洞から二洞へ抜ける最狭の部分は松原が少々苦労したが全員通過できた。二洞出口付近のコウモリが例年以上に物凄い！
教訓　　　　　　：全員下級生だと大変だ。
今後の発展
：１回生から洞窟狂を輩出する。
題名・期間
：勘七ノ沢遡行
期間：6月29日　報告書　　無
活動場所
：丹沢、四十八瀬川勘七ノ沢（神奈川県秦野市）
参加者
：CL 三田(3)　菅沼(3)　玉城(3)
活動目的
：暑いので涼みに行く。ザイルワーク等の確認。
内容・現地情報　：沢までのアプローチはわかりやすく予定よりも早く到着したが、それぞれの滝で相当の時間を使ってしまった。Ｆ１滝からザイルワークの練習に時間を割いたのもあるが時間をかなり消費した。Ｆ２滝では掴んだホールドが崩れて危なかった。Ｆ４を超えた時点で午後になっていた。結局、Ｆ５滝の手前で高巻いて大倉尾根に出て下山した。天気が悪化していたので結果的にはよかった。
教訓　　　　　　：遡行に時間をかけ過ぎているのを痛感した。集合時間の調整や、ザイ　　　ルを出す際の手際などを見直す必要がある。ヒルが沢山いて足首をボロボロにされた。ライター・ナイフ・塩を持っていくなどの対策の必要があるかもしれない。
今後の発展
：特になし。
東洋大学7月月一報告書
発表者：村瀬大地

文責：佐賀見　拓也　　発行日　6月26日

連絡先
tel
０９０－２４４０－６２５０

e-mail
sr47_knights@hotmail.com

題名・期間
：奥多摩から武蔵五日市へ２０１１
報告書　有
活動場所
：東京都奥多摩町
参加者

：佐賀見　山下（当日欠席）　高橋　本崎
活動目的
：１年生向けの足慣らし
内容・現地情報
：事故あり。集合時間に山下が間に合わず結局欠席となる。理由は集合場所の鳩ノ巣を鴻巣と利き間違えたためで、事前に計画書を読んでおけば防げた事故であり特に記載はしない。昨年と比べ景色が一変している箇所があり、日の出山から下山する際、道を一時誤りかけた。景色が変わっている箇所は日の出山周辺で杉林が大規模に伐採、整地されていた。
教訓
：特に無し。事前に地図を見て読図しながら進んでおけばルートを誤った時点ですぐに気づく為問題なかった。
今後の発展
：登山中に洞窟らしき場所を見つけた。未発見な洞窟なら入ってみたい。
文責：　村瀬　大地　　発行日
連絡先
tel　08034443318

e-mail　tnkn.mrs.dch@hotmail.co.jp

題名・期間
：夜の海辺は今年も寒いぞ！合宿

　報告書　有　
· 活動場所
：神奈川県横須賀市、観音崎公園
参加者

：高橋(2)　村瀬(2)　武笠(1)　山田(1)
活動目的
：
内容・現地情報
：
教訓
：
今後の発展
：
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